○地下貯蔵タンク及び地下埋設配管の点検周期の延長に係る事務処理要綱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制　定　平成17年４月27日

　（目的）

第１条　この要綱は、危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（平成15年総務省令第143号）（以下「改正省令」という。）附則第３項に基づく市町村長等への届出について、「地下貯蔵タンク等及び移動貯蔵タンクの漏れの点検に係る運用上の指針について」（平成16年３月18日消防危第33号）（以下「指針」という。）によるほか、点検周期の延長に係る受理について必要な事項を定めることを目的とする。

　（届出書）

第２条　改正省令に基づく届出書は、別記様式「地下貯蔵タンク等の在庫の管理及び危険物の漏えい時の措置に関する計画届出書」（以下「届出書」という。）により組合長宛てに２部提出すること。

（添付書類）

第３条　改正省令に基づく届出書の添付書類については次のとおりとする。

　⑴　点検実施計画書（別添例による。）

　⑵　過去３年間の定期点検記録簿

　（届出書の審査）

第４条　届出時には、次に掲げる届出書の要件について審査を行うものとする。

　⑴　届出書の記載事項の確認

　⑵　点検実施計画書の確認

　⑶　過去３年間の定期点検記録簿の確認（無い場合は、立入検査結果による。）

　⑷　過去の立入検査により不備が認められないこと。

　（立入検査）

第５条　届出のあった事業所等の立入検査については、指針別添２に定める実施要領により実施されていることを確認するものとする。

２　立入検査等により定期点検等に不備が認められた場合は、消防法第12条の２に基づき処理する。

　　　附　則

　この要綱は、公布の日から施行する。

